
 

 

 

２０２４年１月１９日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長： 

新納 啓介）は、テレマティクス※1技術を活用した高齢ドライバーの運転実態可視化による交通事故防止策
の構築に向け、2024年 1月 19日より宮崎県警察と実証実験を実施します。 

なお、都道府県警察本部と損害保険会社による、デジタル技術を活用した高齢ドライバー向けの交通事故
防止策の構築に向けた取り組みは、国内で初めてとなります。 

※1 「テレコミュニケーション」と「インフォマティクス」を組み合わせた造語で、カーナビやGPS等の車載器と移動体 

通信システムを利用して、様々な情報やサービスを提供する仕組み 

 

１． 本実証実験の背景 

近年、交通事故件数は減少傾向にあるものの、高齢ドライバーによる死亡事故件数が全体に占める割合

は増加傾向※2にあり、超高齢社会を迎えたわが国において、高齢ドライバーの交通事故防止は喫緊の課題

となっています。 

当社は、テレマティクス自動車保険のパイオニアとして、2023年 9月末時点で約 190万台のテレマティ

クス自動車保険の契約台数を保有し、地球約 365万周分の走行データを蓄積しています。また、蓄積した

走行データを活用し、交通量に対する急減速発生件数の割合を地図上に表示し、地方公共団体に提供する

など、データ・デジタル技術を活用し、「事故を未然に防ぐ」「万が一の事故時には影響を減らし、回復を

支援する」といった新たな価値提供に取り組んでいます。 

宮崎県において、高齢ドライバーの交通事故が事故全体に占める割合は年々増加※3しており、2022年に

は事故全体の 3割※3を占めています。そのような中、宮崎県警察は、高齢ドライバーが自身の体調や運転

能力を把握し、運転の時間帯や場所などについて、予め一定のルールを設け、自ら宣言する取り組みを推

進しています。 

そこで今般、当社と宮崎県警察は、テレマティクス自動車保険のノウハウを活用し、高齢ドライバーの

日常の運転実態を把握・可視化することで、より効果的な交通事故防止策の構築に向けた実証実験を実施

することとしました。 

※2 出典：警察庁「交通事故統計」 

※3 出典：宮崎県警察「令和 4 年交通統計」 

 

２． 実証実験の概要と目指す姿 

（１） 実証実験の概要 

取り組みの概要 

・高齢ドライバーの自家用車に専用車載器を設置し、走行データを収集すること

で日常の運転実態を把握・可視化 

・統計化された高齢ドライバーの走行データを宮崎県警察が活用し、高齢ドライ

バーの交通事故防止策等を構築 

・各ドライバーに運転状況（急減速等）をお知らせするだけでなく、本人の同意

のうえご家族にも運転状況を確認いただくことで、安全運転の励行及び運転状

況の認識共有を支援 

可視化項目 

（6項目） 

・薄暮を含む夜間運転／通学・通勤時間帯の運転／１時間以上の長時間運転 

急加速／急減速／急ハンドル が発生した頻度、場所、時間帯等 

対象者 ・宮崎県警察が募集し、同意した 70歳以上のドライバー200名（上限） 

募集期間 ・2024年 1月 19日～2024年 2月末 

データ取得期間 ・専用車載器設置以降～2024年 4月末まで 

テレマティクス技術を活用した運転実態の可視化による 

高齢ドライバーの交通事故防止策に向けて宮崎県警察と実証実験を開始 

～より効果的な交通事故防止策を構築し、安全・安心なまちづくりへ～ 
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（２） 役割 

当社 
・専用車載器を貸与し、高齢ドライバーの走行データを収集 

・収集したデータを可視化項目ごとに統計処理し、宮崎県警察へ提供 

宮崎県警察 
・実証実験参加者を募集し、対象者へ交通事故防止策を実施 

・当社が提供した統計データをもとに、交通事故防止策の効果を検証 

 

３． 今後の展開 

当社は、本実証実験において、高齢ドライバーの運転挙動や運転実態を統計・可視化することが高齢ド

ライバーの安全運転に寄与することを確認したうえで、運転挙動等の統計・可視化プラットフォームを構

築するとともに、同プラットフォームと専用車載器の提供、交通安全施策の検討支援をパッケージ化し、

2025 年度を目途に宮崎県警察をはじめ全国の警察本部への展開を目指します。 

これにより、各警察本部は、管轄都道府県内の高齢ドライバーに当社の専用車載器を配布するとともに、

本プラットフォームを活用することで、高齢ドライバーの運転実態を継続して収集・分析し、交通事故防

止策の効果検証および立案・実行を行うことが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

あいおいニッセイ同和損保は、「CSV×DX を通じて、お客さま地域社会の未来を支えつづける」 

ことを目指しています。最先端独自の技術やデジタルデータの活用、特色あるパートナーとの 

協業により、お客さま地域社会が真に求める新たな価値を提供していきます。また、国内外の 

あらゆる事業を通じて、お客さま地域社会とともに社会地域課題の解決にグローバルに取組みます。 


